
②
日
野
市
立
図
書
館
「
市
民
の
図
書
館
」
の
原
占
は
い
ま

斉
藤
隆
夫

一
―
は
じ
め
に

　
本
誌
で
図
書
館
特
集
を
行
う
に
当
た
り
、
日

野
市
立
図
書
館
も
報
告
せ
よ
、
と
の
こ
と
で
あ

る
。
日
野
市
立
図
書
館
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
『
図
書
館
雑
誌
』
等
で
い
ろ
い
ろ
と
発

表
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
目
新
し
い
事
例
も

な
い
の
だ
が
、
自
治
体
に
お
け
る
図
書
館
運
営

の
一
方
策
を
紹
介
す
る
と
い
う
意
味
で
、
重
複

を
恐
れ
ず
、
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
次

第
で
あ
る
。

ニ
―
日
野
市
の
概
要

い
る
。
現
在
”
緑
と
清
流
の
町
”
文
化
都
市
を

目
ざ
し
て
、
道
路
、
下
水
道
、
公
共
施
設
整
備

の
諸
施
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

三
―
日
野
市
立
図
書
館
の
方
針

①
―
図
書
館
の
基
本
姿
勢

　
一
九
六
五
年
、
図
書
館
は
一
台
の
移
動
図
書

館
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
当
局
は
図
書
館
設
置

計
画
立
案
の
段
階
で
、
地
元
出
身
で
、
当
時
の

日
本
図
書
館
協
会
事
務
局
長
で
あ
り
、
市
社
会

教
育
委
員
の
故
有
山
崧
氏
が
中
心
に
な
っ
て
進

め
て
い
た
。
ま
た
、
館
長
候
補
と
し
て
、
図
書

館
協
会
よ
り
招
へ
い
し
て
い
る
。
日
野
市
立
図

書
館
基
本
方
針
は
、
『
中
小
レ
ポ
ー
ト
』
（
注

１
）
に
示
さ
れ
た
公
共
図
書
館
像
が
原
点
に
な

っ
て
い
る
。

　
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
『
業
務
報
告
』
（
注

２
）
よ
り
、
引
用
を
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
　
「
日
野
市
立
図
書
館
は
日
野
市
民
の
図
書
館

で
あ
る
。
日
野
市
民
の
図
書
そ
の
他
の
資
料
に

対
す
る
要
求
を
公
的
に
保
障
す
る
機
関
が
市
立

図
書
館
で
あ
る
。
市
民
一
人
一
人
が
一
〇
冊
二

○
冊
の
図
書
を
バ
ラ
バ
ラ
に
買
う
代
わ
り
に
、

そ
れ
を
何
万
冊
と
い
う
蔵
書
を
も
っ
図
書
館
に

ま
と
め
、
よ
り
効
率
の
よ
い
、
よ
り
深
い
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
が
市
立

図
書
館
な
の
で
あ
る
。
健
康
保
険
制
度
が
肉
体

の
健
康
に
お
け
る
社
会
保
障
で
あ
る
よ
う
に
、

精
神
や
教
養
の
面
で
の
社
会
保
障
が
図
書
館
で

あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
は
市
民
の
知
的
欲
求
を

資
料
の
提
供
と
い
う
形
で
支
え
て
い
る
。
自
由

で
民
主
的
な
社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
機

関
で
あ
る
。
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
を
高
め
、

自
由
な
思
考
と
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
本
当
の
民
主
的
な
社
会
は
実
現
し
な

い
。
市
民
が
こ
の
よ
う
な
自
己
形
成
へ
の
道
を

歩
む
た
め
の
資
料
を
提
供
し
、
判
断
の
材
料
を

整
え
る
の
が
図
書
館
で
あ
る
。

　
図
書
館
は
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
本

に
親
し
ま
な
か
っ
た
人
を
読
書
へ
誘
い
、
新
し

い
未
知
の
世
界
へ
の
扉
を
開
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
図
書
館
が
「
読
め
読
め
運
動
」
を
し

て
読
書
の
お
し
う
り
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

図
書
館
が
市
民
の
身
近
に
、
豊
富
な
魅
力
あ
る

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
日
野
市
の
概
要

三
―
日
野
市
立
図
書
館
の
方
針

四
―
図
書
館
の
あ
ゆ
み

五
―
図
書
館
の
現
況

六
―
業
務
の
機
械
化

七
―
今
後
の
課
題

図
書
を
揃
え
て
、
市
民
と
密
着
し
た
仕
事
を
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
読
書
は
野
火
の
よ
う

に
広
が
る
だ
ろ
う
。
人
間
は
本
質
的
に
知
識
を

求
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
特
に
将
来
の
日

本
を
背
負
う
児
童
・
青
少
年
に
読
書
の
習
慣
を

つ
け
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
こ
と
は
、
図

書
館
の
最
も
重
要
な
働
き
で
あ
る
。

　
（
注
１
）
『
中
小
都
市
に
お
け
る
公
共
図
書
館
の
運

　
　
　
　
営
』
一
九
六
三
年
刊

　
（
注
２
）
『
業
務
報
告
　
昭
和
四
十
年
・
四
十
一
年

　
　
　
　
度
』
一
九
六
七
年
刊

②
―
運
営
の
基
本
方
針

　
図
書
館
の
行
う
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
資
料
提
供

―
貸
出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
集
会
活
動
等

が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
基
本
的
で
、
初
歩

的
サ
ー
ビ
ス
が
資
料
提
供
で
あ
り
、
そ
の
う
え

に
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

(
ア
)
貸
出
の
重
視

　
単
に
、
本
の
貸
借
の
作
業
を
言
う
の
で
は
な

い
。
読
書
案
内
、
予
約
サ
ー
ビ
ス
等
を
含
ん
で

い
る
。
こ
の
貸
出
に
よ
り
、
市
民
は
図
書
館
利

用
の
機
会
が
増
え
る
の
で
あ
る
。

(
イ
)
市
内
全
域
サ
ー
ビ
ス
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日
野
市
は
一
九
六
三
年
市
制
施
行
し
た
、
面

積
二
七
・
一
一
岫
、
人
口
約
一
五
万
人
の
市
で

あ
る
。
都
心
よ
り
約
四
〇
加
の
西
部
に
位
置
す

る
。
市
の
中
央
部
を
多
摩
川
の
支
流
で
あ
る
浅

川
が
流
れ
、
市
が
二
分
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
南
北
を
結
ぶ
交
通
網
は
大
き
く
規
制
さ

れ
て
い
る
。

　
近
年
、
急
速
な
宅
地
化
が
進
み
、
人
口
急
増

地
帯
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
少
し
落
ち
つ
い
て



　
市
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、
同
様
に

利
用
で
き
な
け
れ
ば
、
市
民
の
図
書
館
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
図
書
館
は
一
つ
の
建
物
を

指
す
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す

る
サ
ー
ビ
ス
網
を
指
す
の
で
あ
る
。

（
ウ
)
資
料
が
第
一

　
図
書
館
は
「
本
・
人
・
建
物
」
で
成
り
立
つ

と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
本
（
資
料
）
が

最
も
大
切
で
あ
る
。
立
派
な
職
員
が
い
て
、
立

派
な
建
物
が
あ
っ
て
も
、
資
料
が
な
く
て
は
、

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
。
常
に
新
鮮

で
豊
富
な
資
料
を
揃
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

四
―
図
書
館
の
あ
ゆ
み

　
図
書
館
の
創
設
業
務
は
、
以
後
の
図
書
館
活

動
に
大
き
く
影
響
す
る
。
幸
い
日
野
市
に
お
い

て
は
図
書
館
界
の
諸
先
生
の
ご
指
導
と
、
専
門

職
館
長
が
開
設
以
前
に
赴
任
し
、
条
例
・
諸
規

則
の
制
定
や
業
務
計
画
の
立
案
に
当
た
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
現
在
ま
で
の
図
書
館
発
展
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
図
書
館
発
展
の
経
過
は
別
表
（
表

―
１
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、

設
置
計
画
の
基
本
方
針
の
み
を
述
べ
て
お
き
だ

　
開
館
当
時
、
一
般
市
民
の
図
書
館
に
対
す
る

関
心
は
薄
く
「
学
生
の
勉
強
場
所
」
ぐ
ら
い
の

と
ら
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

図
書
館
を
利
用
し
、
図
書
館
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
採
用
し
た
方
法
が
、
貸
出
業

務
に
徹
し
た
移
動
図
書
館
の
み
に
よ
る
出
発
で

あ
る
。
建
物
は
後
回
し
に
し
て
、
資
料
を
豊
富

に
揃
え
、
市
民
の
身
近
な
所
で
貸
出
を
す
る
、

こ
の
出
合
い
を
大
切
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

す
べ
て
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
一
緒
に
始
め
て

は
、
す
べ
て
が
中
途
半
端
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、

段
階
を
へ
て
、
貸
出
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
方
針
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
段
階
　
移
動
図
書
館
に
よ
る
貸
出
の
み

　
第
二
段
階
　
分
館
を
設
置
す
る

　
第
三
段
階
　
中
央
館
を
設
置
す
る

こ
の
第
三
段
階
に
至
っ
て
、
市
立
図
書
館
と
し

て
機
能
し
、
市
民
は
貸
出
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
七
三
年
、
中
央
図
書
館
が
開
館
し
た
。

八
年
目
に
し
て
目
標
で
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
図
書
館
が
、
一
応
完
成
を
し
た
こ
と
に
な

っ
た
。

五
―
図
書
館
の
現
況

調
べ
物
を
す
る
席
は
あ
る
）
い
わ
ゆ
る
席
貸
し

は
図
書
館
の
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
で
な
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
各
施
設
の
機
能
お
よ
び
特
徴
ま
た
問

題
点
等
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。

（
ア
）
中
央
館

①
図
書
館
シ
ス
テ
ム
維
持
の
機
能

　
・
分
館
等
へ
の
資
料
補
給
セ
ン
タ
ー

　
・
資
料
の
整
理
・
管
理
セ
ン
タ
ー

　
・
シ
ス
テ
ム
運
営
・
管
理
セ
ン
タ
ー

②
直
接
サ
ー
ビ
ス
機
能

　
・
豊
富
な
資
料
に
よ
る
資
料
提
供

　
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　
・
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

　
・
児
童
サ
ー
ビ
ス

　
・
集
会
活
動

日野市立図書館のあゆみ表－1

　
中
央
館
の
施
設
面
に
お
い
て
は
、
書
庫
ス
ペ

ー
ス
の
不
足
が
最
大
の
悩
み
で
あ
る
。
六
十
二

年
度
に
は
電
動
書
架
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
長
期
的
展
望
に
立
つ
対
応
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

（
イ
）
分
館

　
市
民
に
最
も
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
、

シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
も
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
・
ポ

イ
ン
ト
。
こ
れ
が
分
館
で
あ
る
。
市
民
の
生
活

動
線
に
沿
っ
て
、
市
内
に
効
率
よ
く
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
分
館
に
お
け
る
機
能
は
、
資
料
提
供
、
児
童

サ
ー
ビ
ス
、
集
会
活
動
が
最
低
条
件
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
施
設
規
模
は
蔵
書
三
～
五
万
冊
、

職
員
五
人
、
建
物
五
〇
〇
㎡
以
上
と
な
ろ
う
。

現
在
、
こ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
分
館
は
高
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①
―
施
設
と
そ
の
機
能

　
一
九
七
七
年
、
市
政
図
書
室
の
開
館
に
よ
り

市
立
図
書
館
は
、
中
央
館
、
分
館
七
館
、
移
動

図
書
館
車
二
台
の
規
模
と
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　
施
設
面
で
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
閲
覧
室
が

無
い
こ
と
で
あ
る
。
（
図
書
館
資
料
を
用
い
て

1965年６月　　設置条例公布

　　　７月　　市立集会場小会議室に事務所をおく

　　　９月　　事務所を七生支所内に移ナ

　　　　　　　移動図書館によるサービス開始

　　　　　　　　(37駐車場)

　　　10月　　図書館協議会設置条例公布

1966年６月　　高幡図書館開館

　　　８月　　多摩平児童図書館開館

　　　９月　　移動図書館２号車サービス開始

　　　　　　　　(55駐車場)

　　　10月　　事務所を多摩平支所内に移す

1967年７月　　福祉センター図書館開館

1969年７月　　社会教育センター図書館開館

1971年４月　　平山児童図書館開館

　　　　　　　多摩平児童図書館新館開館

1972年４月　　百草台児童図書館開館

1973年４月　　中央図書館開館

1974年10月　　朗読サービス開始

1977年１月　　第１期電算化計画スタート

　　　４月　　平山図書館開館

　　　　　　　　(旧平山児童図書館)

　　　12月　　市政図書室開館

1978年10月　　平山図書館増築して開館

1979年12月　　日野郷土かるた刊行

1980年５月　　高幡図書館新館開館

　　　　　　　　日野図書館開館

　　　　　　　　(旧福祉センター図書館)

1982年１月　　第２期電算化計画スタート

1984年９月　　サウスフィールド図書館と友好提携



幡
図
書
館
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
野

市
に
お
い
て
は
分
館
は
、
種
々
大
き
な
課
題
を

か
か
え
て
い
る
。

　
分
館
網
の
中
で
、
市
政
図
書
室
だ
け
が
他
の

分
館
と
異
な
る
機
能
を
持
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　
市
政
図
書
室
は
名
称
の
示
す
と
お
り
、
市
役

所
本
庁
舎
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
市
行
政
機
構

の
中
の
資
料
室
と
し
て
こ
の
機
能
を
持
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
利
用
者
は
市
職
員

が
主
体
に
な
る
が
、
一
般
市
民
も
自
由
に
利
用

で
き
る
。

　
市
政
図
書
室
の
主
な
業
務
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

　
・
地
域
資
料
・
郷
土
資
料
の
収
集
保
存
お
よ

　
　
び
提
供

　
・
行
政
資
料
の
収
集
・
保
存
お
よ
び
提
供

　
・
市
有
償
刊
行
物
の
販
売

　
な
お
、
今
後
情
報
公
開
制
度
の
実
施
の
場
合

に
は
、
そ
の
窓
口
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
ま
た
、
次
に
あ
げ
る
刊
行
物
を
発
行
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
行
政
内
部
の
評
価
も

だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
、
い
ま
で
は
各
課
あ
て
の

パ
ン
フ
等
の
資
料
も
積
極
的
に
市
政
図
書
室
に

提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
・
『
市
政
調
査
月
報
』
毎
月
一
回

　
　
行
政
関
係
雑
誌
の
目
次
速
報

　
・
『
新
聞
記
事
速
報
』
　
毎
日
（
除
・
日
曜
）

　
　
行
政
関
連
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、

　
　
毎
朝
1
0
時
ま
で
に
庁
内
配
布

⑥
移
動
図
書
館

　
市
内
五
八
ヵ
所
の
駐
車
場
を
二
週
間
に
一
回

巡
回
す
る
。

　
車
と
い
う
機
動
力
を
活
か
し
て
、
分
館
網
の

補
完
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
以
前
に

比
べ
て
、
貸
出
冊
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
分
館
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

②
主
婦
層
の
勤
労
者
（
パ
ー
ト
従
事
）
が
増
加

し
た
こ
と

③
市
内
の
児
童
（
一
五
歳
以
下
）
が
減
少
し
て

い
る
こ
と

　
図
書
館
の
評
価
は
一
概
に
貸
出
冊
数
の
多
少

で
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
移
動
図
書

館
は
そ
う
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
内
で
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
て
、
今
後
も
重
要
な
任
務
を
持

っ
て
運
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
―
図
書
館
業
務

（
ア
)
資
料
管
理

　
市
民
の
要
求
に
応
え
る
資
料
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
適
確
に
提
供
で
き
る
こ

と
が
市
民
の
信
頼
を
得
る
第
一
の
鍵
と
な
る
。

　
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
資
料
の
収
集
、
目
録
作
成
な
ど

課
題
は
多
い
。

(
イ
)
資
料
提
供
―
貸
出
―

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
図
書
館
の
基
本
機

能
で
あ
り
、
今
後
も
中
心
的
業
務
で
あ
る
。
貸
出

と
は
、
単
に
本
の
貸
借
を
言
う
の
で
は
な
く
、
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読
書
案
内
等
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

本
に
対
す
る
職
員
の
資
質
の
向
上
、
市
民
と
の

応
対
な
ど
解
決
す
べ
き
点
を
か
か
え
て
い
る
。

（
ウ
)
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
の
日
常
生
活
、
仕

事
あ
る
い
は
学
習
の
中
で
生
じ
た
疑
問
や
調
査

研
究
に
対
し
て
、
職
員
が
そ
の
解
決
の
た
め
に

援
助
し
た
り
す
る
業
務
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
、
二
次
文
献
の
作
成
等
も
あ
る
。
ま

だ
、
市
民
に
な
じ
み
の
な
い
業
務
で
あ
る
が
、

重
要
な
業
務
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
市
立
図
書
館
レ
ベ
ル
で
は
、
郷
土
資
料
を
中

心
に
、
各
分
野
の
基
本
資
料
と
二
次
文
献
の
完

備
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
使
い
こ
な
す

職
員
が
必
要
で
あ
る
。

（
エ
）
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

　
現
在
、
視
聴
覚
障
害
者
を
中
心
に
し
た
利
用

者
の
希
望
に
応
じ
、
テ
ー
プ
作
成
、
対
面
朗
読

等
を
行
っ
て
い
る
。

（
オ
)
児
童
サ
ー
ビ
ス

　
子
ど
も
の
〝
読
書
離
れ
〟
が
話
題
に
な
っ
て

　
い
る
が
、
現
場
か
ら
み
て
も
そ
の
傾
向
は
う
か

が
え
る
。
本
年
度
、
市
内
全
小
学
校
を
訪
問
し
、

　
一
年
生
を
対
象
に
読
書
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
さ

　
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、
教
師
・
父
母
と

　
の
連
け
い
を
強
め
つ
つ
、
児
童
へ
の
対
応
が
必

　
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
館
内
に
は
、
「
児
童
奉
仕
グ
ル
ー
プ
」
と
い

う
委
員
会
が
あ
り
、
こ
こ
で
、
児
童
サ
ー
ビ
ス

の
方
針
、
あ
り
方
を
決
め
て
行
く
。
ま
た
、
日

常
的
業
務
と
し
て
、
〝
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
″
の
作

成
、
お
話
し
会
の
開
催
あ
り
、
児
童
図
書
の
選

択
も
行
っ
て
い
る
。

（
カ
）
集
会
活
動

　
図
書
館
に
お
け
る
集
会
活
動
と
は
、
市
民
の

自
主
的
学
習
グ
ル
ー
プ
へ
の
資
料
お
よ
び
場
所

な
ど
側
面
か
ら
の
援
助
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
い
ま
、
講
演
会
、
読
書
会
の
開
催
希
望
が
あ

り
、
そ
の
対
応
が
せ
が
ま
れ
て
い
る
。

（
キ
）
団
体
貸
出

　
直
接
図
書
館
を
利
用
し
に
く
い
人
々
や
学
習

グ
ル
ー
プ
等
で
、
資
料
を
求
め
る
人
た
ち
へ
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
現
在
の
利
用
団
体
は
、
会
社
・
病
院
・
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
そ
し
て
読
書
サ

ー
ク
ル
等
で
あ
る
。
特
に
、
市
内
の
小
学
校
の

全
ダ
ラ
ス
が
学
級
文
庫
と
し
て
い
る
。

六
―
業
務
の
機
械
化

①
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入

　
導
入
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
貸
出
方
式
の

再
検
討
に
あ
る
。
当
時
、
混
雑
す
る
カ
ウ
ン
タ

ー
業
務
の
改
善
を
目
的
に
、
貸
出
方
式
検
討
委

員
会
を
置
い
た
。
そ
こ
で
、
利
用
者
に
も
、
職

員
に
も
便
利
な
方
式
を
模
索
す
る
中
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
に
ゆ
き
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
な
ら
ば
、
単
に
貸
出
業

務
だ
け
で
な
く
、
資
料
の
管
理
も
実
施
し
な
い

と
効
果
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
前
記
委
員

会
を
機
械
化
検
討
委
員
会
に
切
換
え
て
、
具
体

的
検
討
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
条
件
を

前
提
に
機
械
化
を
決
定
す
る
。

①
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
シ
ス
テ

　
ム
で
あ
る
こ
と
。

②
図
書
館
に
専
用
機
を
持
ち
、
自
館
処
理
と
す

　
る
こ
と
。

③
資
料
管
理
の
た
め
の
導
入
で
あ
り
、
市
民
の

　
読
書
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
は
最

　
善
を
尽
す
。

④
事
務
の
省
力
化
の
た
め
の
導
入
で
あ
り
、
人

　
員
削
滅
の
手
段
で
は
な
い
。
。

　
当
時
、
貸
出
処
理
の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
用
し
て
い
る
公
共
図
書
館
（
注
３
）
は
あ

っ
た
が
、
資
料
管
理
ま
で
機
械
化
す
る
図
書
館

は
無
か
っ
た
。
不
安
と
期
待
を
持
ち
つ
つ
、
約

一
年
半
の
検
討
期
間
を
経
て
、
一
九
七
七
年
一

月
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
稼
動
し
た
。

（
注
３
）
　
多
摩
市
立
図
書
館
が
一
九
七
三
年
よ
り
。

　
　
　
　
市
役
所
の
電
算
を
使
用
、
こ
こ
が
最
初
の

　
　
　
　
導
入
と
思
う
。

　
コ
ス
ト
面
か
ら
、
小
規
模
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

導
入
に
な
っ
た
が
、
予
想
よ
り
早
く
、
入
力
容

量
の
不
足
が
発
生
し
、
次
期
計
画
の
実
施
が
急

が
れ
た
。

②
―
第
一
期
五
ヵ
年
計
画
（
一
九
七
七
～
八
一
）

　
こ
の
期
間
は
、
専
用
機
が
中
央
館
に
設
置
さ

れ
、
入
力
デ
ー
タ
は
す
べ
て
英
数
カ
ナ
文
字
で

あ
る
。
貸
出
処
理
は
オ
フ
・
ラ
イ
ン
端
末
機
に

よ
る
バ
ッ
チ
処
理
。
書
誌
デ
ー
タ
（
成
人
書
の

み
入
力
）
処
理
の
バ
ッ
チ
処
理
。
検
索
だ
け
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
で
あ
っ
た
。
利
用
者
デ
ー

タ
の
入
力
は
し
な
い
。

③
―
第
二
期
五
ヵ
年
計
画
（
一
九
八
二
―
八
六
）

　
現
行
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
第
一
期
に
比
較

し
て
、
性
能
は
大
幅
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
業
務
が
増
え
て
い
る
。

　
業
務
内
容
お
よ
び
改
良
点
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
中
央
館
、
高
幡
・
日
野
図
書
館
は
、
オ
ン
ラ

　
イ
ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
と
な
る
。

②
書
誌
デ
ー
タ
全
資
料
を
入
力
す
る
。
漢
字
処

　
理
に
よ
る
自
館
入
力
。

③
図
書
注
文
時
に
、
取
次
店
使
用
の
注
文
伝
票

　
を
作
成
し
、
転
記
ミ
ス
防
止
や
納
入
の
ス
ピ

　
ー
ド
化
を
計
る
。

④
漢
字
に
よ
る
蔵
書
リ
ス
ト
作
成
。

⑤
検
索
機
能
を
拡
充
し
た
。

　
検
索
キ
ー
は
、
書
名
、
著
者
名
、
双
書
名
、

　
　
件
名
、
分
類
、
雑
誌
名
、
資
料
番
号
、
利

　
　
用
者
名
、
利
用
者
番
号
で
あ
る
。

⑥
利
用
者
マ
ス
タ
ー
の
作
成
に
よ
り
、
督
促
等

　
の
業
務
を
改
善
し
た
。
ハ
ガ
キ
ヘ
の
打
出
。

④
―
第
三
期
五
ヵ
年
計
画
（
一
九
八
七
～
九
一
）

　
こ
の
第
三
期
計
画
を
も
っ
て
、
図
書
館
業
務

の
機
械
化
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
現

時
点
に
お
い
て
、
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
る
と
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七
―
今
後
の
課
題

考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
期
機
械
化

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
具
体
的
検
討
に
入

っ
た
が
、
改
善
点
を
含
め
て
、
シ
ス
テ
ム
の
大

綱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
全
館
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
と

　
す
る
。

②
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
テ
ー
プ
の
導
入
。

③
現
行
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
面
の
修
正
。

④
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
、
職
員
の
作
業
性
な
ど

　
を
十
分
に
考
慮
し
た
機
種
と
す
る
。

　
創
設
以
来
二
〇
年
、
市
民
に
役
立
つ
図
書
館

を
目
標
に
努
力
し
て
き
た
つ
も
り
゛
で
あ
る
。
し

か
し
、
前
述
の
各
項
で
断
片
的
に
あ
げ
て
き
た

と
お
り
、
問
題
点
は
多
い
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
図
書
館
と
し
て
も
集
約

し
て
い
な
い
の
で
、
個
人
的
に
思
い
つ
く
ま
ま

に
要
点
だ
け
で
も
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

　
・
中
央
館
機
能
と
し
て
の
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の

　
　
拡
充

・
新
分
館
設
置
へ
の
対
応

・
小
規
模
分
館
の
発
展
拡
充

・
移
動
図
書
館
の
あ
り
方
の
再
検
討

・
収
書
基
準
の
確
立

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
未
入
力
資
料
の
処
理

・
蔵
書
目
録
の
作
成

・
開
館
時
間
の
延
長
問
題

・
講
演
会
・
読
書
会
等
の
実
施

・
職
員
増
員

・
職
員
研
修
の
あ
り
方

昭
和
六
十
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
図
書

館
調
査
の
結
果
も
、
間
も
な
く
報
告
さ
れ
て
く

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
協
議

会
の
検
討
結
果
も
あ
る
。
そ
し
て
、
職
員
レ
ベ

ル
に
よ
る
検
討
も
実
施
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
、
日
野
市
立
図
書
館
県
未
来
像
が
明

確
化
す
る
だ
ろ
う
。
図
書
館
の
発
展
は
、
市
民

の
要
求
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
職
員
が
共
通
の
目
標

を
持
ち
、
一
致
協
力
し
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
困
難
な
課
題
ば
か
り
で
あ
る
。

あ
せ
ら
ず
着
実
な
前
進
を
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
〈
日
野
市
立
図
書
館
副
館
長
〉
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